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太平洋戦争時に文部省から東京六大学野球リーグ解散命令が発令された後の早慶戦開催
に対する，慶應義塾大学の小泉信三塾長と早稲田大学の田中穂積総長の対応の違いに関
する記述は，先生のお人柄あるいは信念を端的に示していると思われます。具体的にい
うと，小泉塾長は，文部省の命令にもかかわらず，出征前の学生による野球の早慶戦開
催を申し入れたが，田中総長はこれを認めなかったということです（実際には，田中総
長の許可なしで試合は実施され，これが後に「最後の早慶戦」と呼ばれるとのことで
す）。先生はこれについて婉曲的・紳士的な表現をされていますが，「早稲田の田中総長
には義侠心（男気といってもいいかもしれませんが）がなかった」と暗に批判されてい
ると私は理解しました。
　当時の田中総長とは対照的に，鵜飼先生は義侠心のある義理人情に厚い先生でいらっ
しゃることは，多くの方々がご存知のところだと思います。そうした先生のお人柄ゆえ
に，年間 50 件以上もの見学を受け入れてくれる会社・工場があるのだと思います。
　なかば個人的な事柄になりますが，私が学部長に就く前から，先生には折に触れて学
部運営に関する助言を頂いておりました。今後はそうした助言を頂けないと思うと，さ
びしくまた少し心もとない気もします。
　鵜飼先生は，今も大変お元気ですが，大学の規程により，この 3月をもって定年退職
されます。しかし早稲田で授業を担当されなくなっても，大学以外のお仕事はこれまで
どおりに続けられるものと思います。鵜飼先生が，今後とも健康に恵まれ，いつまでも
工場の現場に足を運べることを祈念するとともに，先生のこれまでの早稲田大学とくに
商学部に対するご貢献に深く感謝申し上げて，私の送別の辞とさせて頂きます。
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